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 Travel needs  is starting to change experience / study type tourism or community-based tourism.
 Japan's Hilly and Mountainous Areas is suitable space for these tourism. And these Area has distinctive 
environment, industry, history, and people. The pourpose of this studies is to make  visble value in these 
areas relating inner-contecst in this area
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　これから人口減少が予想される日本において、現在
人口密度が高い都市部でもその問題顕著になりつつあ
る。しかし、さらに深刻なのは、国土の７０％を占め
る中山間地域である。しかし、中山間地域が都市にな
い魅力を持つのも確かであり、田園回帰の傾向も少な
いながら増えつつある。今は小さな人口の動きである
が、 これから科学や情報技術の発達による農作業の
データベース化、簡略化による新規就農者参入の容易
化とバーチャルリアリティ等の進化による身体的行為
と知覚の遊離が進めば、中山間地域はより魅力的な場
所として需要が増えるであろう。これらの国土の７０
% を占めるこの地域は日本人の原風景の一つであると
もに、一見すると似たような風景を持つ。しかしどの
場所も、そこに住む人間、生業、歴史、環境を含めて
見ると、同じ場所は一つとしてない。このような土地
に内在する文脈の相互の関係性を資本とするツーリズ
ムを考えることことで消滅の可能性を孕んだ状態から
人口は減衰したとしても生き残る中山間地域を将来に
つなげたい。本計画では、土地に内在する文脈の可視
化に加え、既存の地域住民と外部からの訪問者が出会
う場所が重要であると考える。そこで共食の場に注目
し、日常的には、地域住民の交流の場として地域の紐
帯を強める役割を持たせ、外部からの訪問者が訪れた
場合はもてなしの空間として機能するように計画を行
う。
　
　設計敷地は宮崎県日南市北郷町郷之原を選定する。本
計画地は、東九州自動車道の開通により、高速道路の降
り口が計画予定されており、これまで福岡県福岡市から
約９時間ほどかかっていた移動時間が約５時間ほどまで
短縮される事から、温暖な気候と地質が生む宮崎県南部
の独自のランドスケープやマリンスポーツ、その他観光
資源を目的とした国内観光客がこれまでより増えること
が予想されている。また、クルーザーでの海外からの渡
航者も年々え増えており、滞在する海外観光客の宿泊地
までの動線上でもある。
１．はじめに　 ２．設計敷地　
＜日南市＞
　　環境や人の活動に呼応して風景が変化する状態を計
画する。それらの設計のエレメントをこの土地に根付
くものを設計者として再構成し、建築を構築する。
a) 全体計画
かつてからの住宅地である高台エリアと、この土地に根
付く産業の現場（木材加工場、農地）を繋ぐように設
計敷地をとる。そしてそこにこの土地の生活を表す活動
として１）~ ３）の機能と外部からの訪問者と既存住
民の出会いの場として４）の機能を計画する。
１）高台エリアで起きている食事の世話や子供の預かり
などの互助活動
２）農家のための機能（ファーマーズラボ、ファーマー
ズキオスク）
３）飫肥杉に関わる機能（工房）を集める。
共食行動と食品加工ができるキッチンと 市場を併設する
b）飫肥杉の再構成
飫肥杉は、水に強く加工しやすく曲げに強い反面、柔
らかく年輪の線がはっきりと見えてしまうという特徴
がある。そのため構造材としても使用できるが、建材
としては、寒い地域で育った杉の方が優秀であるとさ
れる。しかし現在、北郷町では、この飫肥杉を 0.5 ミ
リにスライスし片面にビニール素材を圧着させる事で
飫肥杉を生かす新たな素材を生み出しランプシェード
として新たな木の工芸品を生み出している。さらにこ
れを私は日よけとして再構成する。設計物と農地に点
在する農具小屋に日よけとして、使用する事で、この
土地で育った木の光が人の活動に呼応し、街の風景を
変える
１１００×７００が製
材できる最大長である
ため、中心を縫う事で
２０００の材とする。
これを両端と中心を袋
状に加工したテントに
入れ込む方法をとる事
で入れ替え可能な閉会
式 の テ ン ト を 設 計 す
る。
c）町の風景の再構成
環境変化に敏感な単位を構成し反復する事で敷地の環境
を可視化してゆく。環境の変化に伴い窓の開閉や、テン
トの開閉を行う所作を生む事で、環境に呼応する建築を
作る。現状環境に敏感に反応する街の中のエレメントと
して丸石擁壁を取り上げる。高温多湿な環境であるた
め、多様な種類の苔が自生するこの地域では、日当たり
風の向き等で、苔のむしかたが異なる風景が住宅街に広
がっている。
３．設計手法
の安定を図るために、飫肥杉の生産が始まり、平地では
稲作、山地では林業を行い、下流域の暮らしを支えてい
た。飫肥杉の特徴として、水に強く、曲げなどの加工が
容易である事から、和船の材料として主に現在の西日本
を中心に輸出された。また広渡川の下流の油津では、漁
船に利用されていた。今回の設計では定住の歴史が古く、
将来外部の人との交流が見込まれるこの場所を設計敷地
として選んだ。
また北郷町郷之原は、広渡川の中流に位置しており、こ
の地域を収める郷之原神社には弥生時代から稲作が行わ
れてきたと伝えられている。江戸時代になると藩の財政
＜復元されたチョロ船＞
引用：日南市活性協議会：http//
nic21.jimdo.com
＜飫肥杉＞
＜飫肥杉シート＞
＜飫肥杉のテント＞
＜閉開式テント＞
＋
　今回の設計で、私自身が都市に暮らし中山間地域を見て
いく中で、中山間地域には交流のある人間関係があるこ
とを実感した。それは都市のようにプライーベートとパ
ブリックがはっきり分かれているのではなく、お互いに
助け合って生きる共同体の空間であったと考える。それ
は私にとっては居心地のいい空間であると同時に、一方
で常に監視されているような状態も生んでいるように感
じた。それはそこに住むという目的を違えた瞬間居心地
の悪いものになる可能性も孕んでいると考える。つまり、
住むことを目的とした共同体においてこれから自由に人
生を選択できる子どもたちが、この土地住むことを必要
としない人生を選択した時、居心地の悪く感じるのでは
ないか。そのため私は本設計で共同体としての紐帯を強
め可視化する場として共食の場を儲けることが重要だと
考えた。味や匂い、土地の光を共同体と共に過ごしたと
いう記憶を彼らの原風景として残すことで、大人になっ
た彼らがこの土地に戻ってくることを期待する。同様に、
この街に内在する文脈を人の活動とともに可視化するこ
とで、情報化社会によって拡散され都市を原風景に持つ
人や、農業や林業に興味ある人間の目に多く触れること
で、移住者やこの街を訪れる人を増やせると考える。
　
　修士設計にあたって 1 年間を通してご指導してく
ださった赤松佳珠子教授には大変お世話になりまし
た。また、副査の北山恒教授、陣内秀教授やスタジオ
として修士設計を見ていただいた飯田善彦先生にも
様々なご意見をいただき誠に感謝しています。 そし
て、調査に協力していただいた北郷町の皆様、設計を
進めるにあたってエスキースや相談に乗ってくれた同
期、諸先輩方、模型を手伝ってくれた後輩たちの様々
な協力のおかげで本設計を成し遂げることができまし
た。この場を借りて感謝の意を表します。ありがとう
ございました。
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